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研究成果の概要（和文）：西南日本の最後期トリアス期～ジュラ紀前期のユニットから得られた砕屑性ジルコン・モナ
ザイトのU-Pb年齢のヒストグラムは中央構造線の南北両側で明瞭に異なっており、少なくとも800 kmの横ずれ変移が想
定される。同様の違いは黒瀬川帯の南北両側でも認められる。
花崗岩のジルコン年代から、阿武隈帯と北上帯の境界は畑川構造線から鬼首－湯沢マイロナイト帯，大平山岩体東部の
協和－比立内マイロナイト帯，白神山地東方を経由し，渡島半島と奥尻島の間を通る。
山陽帯の火成活動は111 Maの吉舎安山岩の活動に始まり，白亜紀中・後期の中国地方は1000 m以上の厚さのイグニンブ
ライトによって覆い尽くされていた。

研究成果の概要（英文）： Age population diagrams obtained from detrital zircon-monazite U-Pb analysis for 
the latest Triassic to early Jurassic units of both Inner and outer zones of Southwest Japan are clearly 
differ from each other. From this evidence, the accumulated displacement along MTL can be estimated at 
least 800 km or more.
 The boundary between Abukuma Belt and Kitakami Belt can be traced from Hatagawa Tectonic Line passing 
through the Onikobe-Yuzawa mylonite zone, Kyowa-Hitachinai mylonite zone in the Taiheizan granitic 
complex and east of Mt. Shirakami to east of Okushiri island by zircon chronology for granitic rocks.
 Mid to late Cretaceous Chugoku province was thoroughly covered by more than 1000 m thick ignimbrite 
whose onset was marked by eruption of Kisa andesite at 111 Ma.

研究分野： 地質学、岩石学、地質年代学
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１．研究開始当初の背景 
 砂質岩から分離された多数の砕屑性ジル
コン・モナザイトの U-Pb 年齢をもとに，そ
の堆積年代と後背地を明らかにし，テクトニ
クスを論じようとする研究が世界の各地で
取り組まれて，我が国においても複数の研究
機関においてめざましい成果が上がりつつ
ある。申請者は既に平成 16 年頃よりこの研
究を手がけ，詳細な地質調査と構造解析，お
よび岩石学的研究の成果と併せ，これまで多
くの知見を得ている。 
 (1)舞鶴帯のトリアス系砂岩に含まれる砕
屑性ジルコン・モナザイトの年代分布が岡山
−兵庫県境付近を境に，大きく異なっている
ことがわかった。舞鶴帯北帯の花こう岩類の
年代と併せて考えると，東部地域の後背地は
ロシア沿海州のハンカ・ジャムシー・ブレヤ
地塊に，西部地域の後背地は北中国地塊に対
比されると結論した。これらのことから，ジ
ュラ紀から白亜紀前期にかけて舞鶴帯の北
縁，および飛騨外縁帯に沿う大規模な右横ず
れ運動がおこったと結論された（Fujii, 
Hayasaka et al., 2008）。 
 (2) 西南日本に分布するジュラ紀付加体か
ら多数の試料を収集し，砕屑性ジルコン・モ
ナザイトの U-Pb 年代分析を行った結果，そ
の年代分布が内帯と外帯で大きく異なって
いることが明らかになった。つまり，内帯の
ジュラ紀付加体と外帯のジュラ紀付加体は，
別々の場所で付加した後，中央構造線の運動
によって長距離を移動してきて，現在みられ
るように並列したものである。現在まで，そ
の移動距離は 800 km 以上でなければならな
いことが突き止められたが，関東山地と足尾
帯のデータが不足しているため，具体的な変
位量を絞り込むことができていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，砕屑性ジルコン・モナザイトの
年齢と化学組成から，日本列島の時代未詳
中・古生界の年代を明らかにするとともに，
その後背地の時代を追った変遷を解析し，
中・古生代の地質構造発達史を明らかにしよ
うとするものである。特に，次の諸点に焦点
を絞る。 
(1) 変成岩の原岩の形成年代を明らかにし，
精緻なテレーン解析を行う。 
(2) 中央構造線の変位量を確定する。 
(3) 飛騨外縁帯と舞鶴帯北縁断層による変位
量を確定する。 
(4) 日本海が開く前の大陸と日本列島との接
合関係を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)日本列島の各地に分布している中・古生
界の砂岩や砂質変成岩から砕屑性ジルコン
とモナザイトを分離し，多数の粒子について
粒子ごとの U-Pb 年齢を測定する。測定は，
ジルコンについては主に LA-ICP-MS を用い，
精度を要する試料については SHRIMP を併用

する。また，モナザイトの年代測定について
は EPMA を用いた U-Th-total Pb 法により行
う。一つの試料について測定された年齢群の
中で，最も若い年齢を堆積年代と仮定し，こ
れまでのテレーンの区分を再検討する。 
(2) 砕屑粒子の年齢分布とジルコンの化学
組成を統計的に解析し，供給源地となった後
背地を特定し，その時代を追った変遷を広域
的に対比・検討する。 
(3) 西南日本については既に多数の試料を
得ているが，沖縄本島，上越帯，足尾帯，阿
武隈帯，南部北上帯については，地質調査と
新たな試料の収集を行う。 
  
４．研究成果 
(1)日本列島を構成する中・古生界の砕屑性
ジルコン・モナザイトには150 Ma，200 Ma, 240 
Ma, 310 Ma, 550 Ma, 1600 Ma 付近に年齢頻
度の顕著な低下が認められるので，これらを
境に，K（＜150 Ma），J（150-200 Ma），T（200-240 
Ma），PT（240-310 Ma），CC（310-550 Ma），
Pr2-3（550-1600），Pr1（1600-2600）の７つ
の年齢クラスターを識別した。 
(2)一つの試料でそれぞれのクラスターに属
する粒子数の割合から，年齢構成パターンの
タイプ分けをおこなった。Type I は，90%以
上が PT クラスターおよびそれより若いクラ
スターからなり，モナザイトを含まない。こ
れはさらに，もっぱら石炭紀より若いクラス
ターのみからなる Type Ia と，CC クラスター
を 5〜10%伴う Type Ib に分けられる。 

図１ Type Ia のジルコン年齢分布図 

 
Type II は，PT, T, J, K の各クラスターの
うち，堆積年代に近い若い粒子と， 1600 Ma
より古いPr1クラスターに属する粒子からな
る二極化した年齢構成を示し，CC クラスター
に乏しく，Pr2-3 クラスターを欠くことを特
徴とする。 

図２ Type IIa のジルコン年齢分布図 



 
これはさらに，Pr1 クラスターに属するモナ
ザイトに富む Type IIa，モナザイトを欠く
Type IIb，Pr1 クラスターに属するジルコン
が 10〜30％とやや少ない Type IIc に細分さ
れる。Type III は CC クラスターに富み（30%
以上），原生代の Pr2-3 および Pr1 クラスタ
ーに乏しい（10％以下）ことを特徴とする。
Type IV は，多かれ少なかれ，堆積年代より
古い全てのクラスターを含み，Type IIc に近
いパターンを示すが，このタイプだけが
Pr2-3 クラスターの粒子を含んでいる。 
(3) 秋吉帯のペルム紀付加体とされている
ものの中には，前弧海盆堆積体と考えられる
トリアス紀前期の整然層が含まれ，これらは
Type Ia に属するが，周防灘北東の祝島の領
家変成岩，大分県の朝地変成岩，熊本県山鹿
変斑れい岩体直下の弱変成層も同じく Type 
Ia に属し，秋吉帯もしくは超丹波帯と考え
られる．鳥取南部の八東層や島根県西部の三
隅層群のような層状チャート起源珪質片岩
の卓越する変成岩類（智頭帯）の原岩は Type 
IIb と Type IIc からなり，トリアス期最後期
〜ジュラ紀前期に堆積したものである。一方，
周防変成岩の大部分は Type Ia に属し，トリ
アス紀前期〜中期に堆積したと考えられる。
現在まで得られているデータによれば，智頭
帯と周防帯の砕屑岩源結晶片岩の堆積年代
には中期トリアス期後期に年代ギャップが
認められ，両者は異なるテレーンとして識別
される。 
(4) いわゆるジュラ紀付加体の砕屑性ジル
コン・モナザイト年代について，中央構造線
の南北両側で比較すると，トリアス期最後期
〜ジュラ紀前期に堆積したものでは，内帯側
のものは Type IIa に属するが外帯の秩父帯
北帯のものは Type Ia に属する。この違いは
明瞭であって，少なくともとジュラ紀前期に
は内帯と外帯は後背地を異にしていた，すな
わち，両者は異なる場所に付加したと判断さ
れる。この違いは中期ジュラ紀のもので不明
瞭になり，外帯にも次第に Type IIc が卓越
するようになる。一方，秩父帯南帯のものは
全体として内帯のものと同じタイプに属す
る。これらのことから，中央構造線と黒瀬川
構造帯の両方に沿った大きな横ずれ変位が
あったものと推定される。中央構造線の積算
変位量については，関東山地の秩父帯北帯か
ら前期ジュラ紀の試料を見出していないた
めに，九州から中部地方までのおよそ 800 km
以上としかわからない。 
(5) 砕屑性ジルコン・モナザイトの年代測定
からわかったその他の新知見として，函館東
方のチャート・砕屑岩コンプレックスは前期
白亜紀の付加体であること，佐渡島に舞鶴帯，
超丹波帯および美濃帯が分布すること，岡山
県北部にジュラ紀付加体を起源とする結晶
片岩、周防変成岩、舞鶴帯の中帯と北帯が低
角ナップ構造で累重していること，これまで
ジュラ紀付加体と考えられてきた芸予諸島

のホルンフェルスはペルム紀付加体である
こと，九州北東部の田川変成岩の原岩は周防
帯の原岩に対比できること，熊本県八代地域
の竜峰山帯の一部にデボン系が存在するこ
と，沖縄本島北方の伊是名島の先白亜系はジ
ュラ紀中期の付加体であること，四国和泉層
群の砕屑粒子の殆どは山陽帯のイグニンブ
ライト起源であることなどが揚げられる。 
(6)この研究は当初，砕屑性ジルコン・モナ
ザイトの U-Pb 年齢から日本列島の地質構造
発達史について検討することを目的として
いたが，花崗岩類のジルコン年齢も重要であ
ることがわかり，日本列島各地に点在する先
白亜紀花崗岩類，および白亜紀花崗岩類につ
いても多数の試料の年代測定を実施した。そ
の結果，岡山県北部の久米地域に舞鶴帯北帯
に対比される 400 Ma より古い花崗岩マイロ
ナイトが分布すること，佐渡島の花崗岩が
105 Ma前後の阿武隈帯の花崗岩に対比される
年代を示すこと，阿武隈帯と北上帯の境界は
畑川構造線から鬼首−湯沢マイロナイト帯，
大平山岩体東部の協和−比立内マイロナイト
帯，白神山地東方を経由し，渡島半島と奥尻
島の間を通ること，山陽帯の火成活動は 111 
Ma の吉舎安山岩の活動に始まり，85 Ma 頃の
広島花崗岩の活動を経て収束に向かったこ
と，中国地方は白亜紀中・後期に 1000 m 以
上の厚さのイグニンブライトによって覆い
尽くされていたことなどが判明した。 
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